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「ローマ法→英米法」の影響関係を何を使って探るか？
検討対象①：法学者（裁判官etc）による著作
検討対象②：共通する法格言（①から派生）
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SI#�O �y 法の考え方の共有と影響　
松本和洋（日本学術振興会特別研究員PD）
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(1)検討対象①の『ブラクトン』にも存在（同時代のイングランドのローマ
法学者ドロエダの著作から「移植」された？）

↓
(2)イングランドの裁判官や弁護士たちにより、裁判で長きに渡って利用

＝イングランド法の法格言として定着
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（展望）
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（課題）
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